
〈写真・菊地信夫〉

　勉強にサークルにアルバイトと充実した大学生活を送る、県立保健福祉大学４年生の

小野達也さん（２１歳）は、来春から障害福祉施設に就職することが決まっている。

　“介護の現場を知りたい”その思いからチャレンジする気持ちでケアホームでのアル

バイトを始めた。そこでの利用者さんとの関わりや、尊敬できる職員さんとの出会い

が、小野さんに介護の仕事に進む決意をさせた。

　「利用者さんと自然に笑い合えた時などに“心が通じたんだ”と感じられる瞬間が自

分にとってのやりがいや励みになります。また、利用者さんとの何気ない関わりの中に

あっても、思いやりをもって接している職員さんの姿を見て、自分もそんな専門職にな

りたいと思いました。まずは経験を積んでもっともっと自分磨きをしたい」と目を輝か

せる。

　介護職の魅力は、人間関係の面白みと自分を成長させてくれることと語る爽やかな笑

顔の向こうに、無限の可能性を見た。

介護の仕事、それは“心のつながり”
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特集
安
心
し
て
生
活
で
き
る
た
め
に

　

本
事
業
は
、
市
町
村
社
協
で
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

事
業
利
用
の
相
談
が
ご
本
人
や
関
係

機
関
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
と
、
専
門
員
が

ご
本
人
の
困
り
ご
と
や
希
望
等
を
お
聞

き
し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
な
う
の

が
適
切
か
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま

す
。
そ
の
後
、
ご
本
人
と
社
協
と
で
契

約
を
交
わ
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
始

ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
契
約
や
支
援
に
つ
い
て
は
、

弁
護
士
、
医
師
福
祉
関
係
者
等
専
門
家

で
組
織
す
る
「
契
約
締
結
審
査
会
」
で
、

ご
本
人
が
本
事
業
の
利
用
対
象
者
で
あ

る
か
、
支
援
内
容
が
適
し
た
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
等
を
審
査
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
数
等
、
現
在
の
状
況

　

県
内
（
横
浜
・
川
崎
除
く
。
以
下
同

じ
）
で
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
現
在

で
五
百
八
十
四
名
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
内
訳
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援

助
と
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
が
五
百
三
十
三
人
、
書
類
等
預
か

り
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
が
百
八
十
八
人

で
す
（
両
方
契
約
百
三
十
七
人
含
む
）。

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
六
年
目
に
は
利

用
者
が
五
百
人
を
超
え
、
そ
の
後
は
微

増
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

新
規
契
約
は
年
間
百
七
十
件
ほ
ど
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
対
し
、
契
約
終
了

も
年
間
百
五
十
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

契
約
件
数
は
こ
こ
数
年
横
ば
い
で
す

が
、
相
談
件
数
で
は
、
平
成
二
十
年
度

で
は
二
万
四
百
十
件
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
事
業
が
制
度
と
し
て
定
着

し
て
き
た
一
つ
の
表
れ
と
も
い
え
ま
す
。

事
例－

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
支
え
る
支
援

　

高
齢
の
Ａ
さ
ん
は
、
妻
が
亡
く
な

り
、
単
身
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

生
き
る
張
り
を
失
い
、
酒
び
た
り
の
生

活
で
「
死
に
た
い
」
と
の
言
葉
を
周
囲

に
漏
ら
す
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
家
賃

や
公
共
料
金
の
支
払
い
な
ど
が
滞
り
、

生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ
た
た
め
、

行
政
か
ら
社
協
に
相
談
が
入
り
、
本
事

業
の
利
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
事
業
で
は
、
支
援
計
画
に
基
づ
き

生
活
支
援
員
が
月
二
回
、
日
常
的
な
生

活
費
を
引
き
出
し
Ａ
さ
ん
に
渡
す
他
、

公
共
料
金
や
家
賃
の
支
払
い
も
行
っ
て

い
ま
す
。そ
れ
に
併
せ
て
、生
活
で
の
困

　

平
成
十
一
年
十
月
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
（
現
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に
よ
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
措
置
か
ら
契
約
へ
と
変
更
さ
れ
る
中
、
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
の
自
己
決
定
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

開
始
か
ら
十
年
が
経
ち
、
制
度
の
利
用
が
進
む
一
方
で
課
題
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
改
め
て
本
事
業
の

意
義
と
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。

自分らしく生活できることを目指して

～日常生活自立支援事業（地域福祉権利擁護事業）10周年～

その他�
０．８％（５人）�

実利用人数対象者別内訳�

身体障害者�
１３．６％（７９人）�

（平成２１年３月末）�

精神障害者�
１３．６％（７９人）�

知的障害者�
１６．６％（９７人）�

認知症高齢者�
等�

５５．４％（３２４人）�
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り
ご
と
を
聞
き
取
り
し
、
Ａ
さ
ん
の
同
意

の
も
と
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、

ひ
と
つ
一
つ
解
決
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

契
約
当
初
は
生
活
に
投
げ
や
り
だ
っ

た
Ａ
さ
ん
も
、
社
協
専
門
員
、
生
活
保

護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
民
生
委
員
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
訪
問
介
護
員
、
医
師

等
関
係
者
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
支
援
す

る
中
で
、
少
し
ず
つ
意
欲
を
取
り
戻

し
、
今
で
は
飲
酒
も
な
く
な
り
体
調
も

良
く
な
り
ま
し
た
。「
自
分
は
独
り
で

は
な
い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
こ
と

が
要
因
の
よ
う
で
す
。
生
活
が
変
わ
っ

た
こ
と
で
、
以
前
の
友
人
た
ち
と
も
ま

た
交
流
が
生
ま
れ
、
生
活
も
充
実
し
て

い
き
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
も
「
こ
れ
か
ら

は
自
分
の
た
め
に
お
金
を
使
っ
て
い
こ

う
」
と
意
志
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

☆　

☆　

☆

　

本
事
業
の
み
で
は
、
利
用
者
の
生
活

全
体
を
支
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
他
の
専
門
機
関
と
連
携

し
チ
ー
ム
で
支
え
て
い
く
こ
と
で
、
生

活
の
幅
は
広
が
り
、
課
題
解
決
の
可
能

性
も
よ
り
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　

も
と
よ
り
社
協
で
は
、
構
成
員
で
あ

る
地
域
福
祉
の
推
進
に
参
加
・
協
働
す

る
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
地
区
社
協
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
や
関
係
機
関
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が
ら
、

地
域
の
生
活
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
活
か
し
な
が

ら
本
事
業
を
実
施
し
、
利
用
者
の
生
活

を
総
合
的
に
支
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
介
護
保
険
等
の
公
的
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
住
民
が
行
な

う
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ロ
ン
等
の
利

用
へ
も
つ
な
げ
、
利
用
者
の
生
活
が
よ

り
豊
か
に
な
っ
た
と
い
う
事
例
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み

　

順
調
に
進
ん
で
い
る
Ａ
さ
ん
へ
の
支

援
で
す
が
、
本
事
業
は
、
利
用
者
の
意

思
に
基
づ
い
た
支
援
を
行
な
う
た
め
、

将
来
、
Ａ
さ
ん
の
判
断
能
力
が
喪
失
し

た
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
い
か
に
速

や
か
に
成
年
後
見
制
度
等
へ
移
行
で
き

る
か
が
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
権
利
擁
護
の
た
め

に
は
、
判
断
能
力
喪
失
後
の
支
援
に
つ

い
て
関
係
機
関
で
方
針
を
統
一
し
、
準

備
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
利
用
者
の
判
断
能
力
低

下
の
サ
イ
ン
を
見
極
め
、
移
行
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
望

ま
し
い
事
例
で
あ
っ
て
も
、
首
長
申
し

立
て
の
親
族
調
査
の
手
続
き
等
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
や
、
後
見
人
に
報
酬
を

払
え
な
い
、
後
見
人
の
な
り
手
が
見
つ

か
ら
な
い
な
ど
に
よ
り
、
成
年
後
見
の

申
し
立
て
が
す
す
ま
な
い
、
と
い
う
こ

と
も
速
や
か
な
移
行
を
妨
げ
る
要
因
と

し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
会
で
は
、
成
年
後
見
制
度

に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に

加
え
、
判
断
能
力
低
下
を
見
極
め
る
た

め
の
本
事
業
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い

て
も
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
利
用
率
（
人
口
に
占

め
る
利
用
者
数
）
は
全
国
の
中
で
高
く

な
い
現
状
も
あ
り
、
本
事
業
を
必
要
と

す
る
方
に
サ
ー
ビ
ス
が
届
く
よ
う
、
ま

た
関
係
機
関
か
ら
の
理
解
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
を
行
い
周
知

に
よ
り
力
を
入
れ
る
と
と
も
に
、
判
断

能
力
不
十
分
な
方
が
対
象
で
あ
る
こ
と

や
金
銭
管
理
を
行
な
う
な
ど
の
事
業
の

特
性
を
ふ
ま
え
、
よ
り
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
留
意
し
た
事
業
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。（

市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

（表１）日常生活自立支援事業概要
　（地域福祉権利擁護事業）

〈利用対象者〉

判断能力が不十分な方（認知症高齢者、知的障害

者、精神障害者など）で、本事業の契約内容につ

いて判断する能力を有する方

〈事業内容〉

［福祉サービス利用援助］…福祉サービスの利用

に関する情報提供・相談、福祉サービスに関す

る苦情解決制度の手続きの支援等

［日常的金銭管理サービス］…福祉サービスの利

用料金の支払いや、各種公共料金の支払い手続

き、預金の出し入れ等

［書類等預かりサービス］…通帳や印鑑、権利証

などの書類等を安全な場所で保管

〈利用料〉

相談は無料ですが、サービスは有料になります。

〈利用手続き〉

　お住まいの社会福祉協議会にお問合せくださ

い。相談は「専門員」が、サービス提供は「生活

支援員」が担当します。
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第
七
回
就
労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

ひ
き
こ
も
り
等
青
少
年
の
社
会
参
加

や
就
労
に
つ
い
て
考
え
る
、
就
労
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

県
青
少
年
課
、
産
業
活
性
課
、
雇
用
産

業
人
材
課
、
商
業
観
光
流
通
課
の
構

成
）
の
主
催
に
よ
り
、
標
記
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
十
月
三
日
、
ヨ
コ
ス
カ
ベ
イ
サ
イ

ド
ポ
ケ
ッ
ト
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
横
須
賀
市
議
会
議
員

の
藤
野
英
明
さ
ん
、
精
神
科
医
の
阿
瀬

川
孝
治
さ
ん
、
県
立
保
健
福
祉
大
学
教

授
の
小
林
正
稔
さ
ん
か
ら
、
生
き
辛
さ

を
抱
え
る
若
者
が
い
る
こ
と
、
そ
の
若

者
た
ち
が
取
り
巻
く
社
会
、
社
会
参
加

で
き
る
環
境
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
の
課
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ン
ガ

ー
ジ
ュ
マ
ン
・
よ
こ
す
か
事
務
局
長
の

島
田
徳
隆
さ
ん
が
加
わ
り
、
同
法
人
理

事
長
の
滝
田
衛
さ
ん
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
、「
生
き
て
い
る
こ
と
が
社
会

参
加
？　
働
く
環
境
と
は
」を
テ
ー
マ
に

討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

滝
田
さ
ん
は
活
動
を
通
じ
て
、「
若

者
は
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
秩
序
に
合
わ

せ
な
け
れ
ば
と
、
無

意
識
の
う
ち
に
努
力

や
我
慢
を
強
い
ら

れ
、
結
果
、
生
き
辛

さ
を
感
じ
働
く
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
れ
な
の

に
、
再
び
就
労
で
き

な
か
っ
た
り
、
社
会

参
加
が
で
き
な
い
の

は
精
神
が
弱
い
か
ら

だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
」
と
現
状
を
伝

え
、
小
林
さ
ん
は
、「
若
者
た
ち
が
失
敗
し

て
も
、
挑
戦
で
き
る
機
会
を
与
え
ら
れ

て
い
な
い
現
状
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
」

と
、
気
軽
で
身
近
に
感
じ
参
加
で
き
る

機
会
の
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
田
さ
ん
は
、「
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ

ン
に
関
わ
る
若
者
は
商
店
街
と
交
流
が

あ
り
、
身
近
な
社
会
参
加
が
生
き
が
い

に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
取
り
組
み
成

果
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
身
近
な
地
域

で
生
ま
れ
る
「
つ
な
が
り
」
は
生
き
辛

さ
を
抱
え
る
若
者
へ
の
理
解
を
広
げ
、

次
へ
の
き
っ
か
け
を
作
り
ま
す
。
自
分

ら
し
く
生
き
る
こ
と
を
支
え
る
社
会
づ

く
り
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

県
里
親
大
会
開
催

　

去
る
十
月
十
七
日
、
県
内
の
里
親
や

児
童
福
祉
に
関
わ
る
関
係
者
ら
が
集
ま

り
、
里
親
制
度
の
一
層
の
普
及
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
相
模
原
市
立
あ

じ
さ
い
会
館
に
て
「
第
二
十
二
回
神
奈

川
県
里
親
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

里
親
制
度
と
は
様
々
な
理
由
で
実
親

の
も
と
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
里
親

の
も
と
で
家
庭
的
な
環
境
の
中
で
生
活

し
、
一
般
の
家
庭
と
変
わ
ら
な
い
一
体

感
や
強
い
絆
が

生
ま
れ
る
こ
と

で
、
子
ど
も
の

健
全
な
育
成
を

図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度

で
す
。

　

基
調
講
演
は
、「
虐
待
・
非
行
そ
し
て

自
立
〜
親
子
の
新
し
い
絆
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
愛
知
県
・
西
居
院
住
職
の
�
や

ん
ち
ゃ
和
尚
�
こ
と
、
廣
中
邦
充
さ
ん

が
招
か
れ
ま
し
た
。
西
居
院
は
「
平
成

の
駆
け
込
み
寺
」
と
呼
ば
れ
非
行
や
家

出
、
不
登
校
の
子
ど
も
を
無
償
で
預
か

り
、
今
ま
で
六
百
人
近
い
子
ど
も
た
ち

を
更
生
さ
せ
社
会
復
帰
を
手
伝
っ
て
き

ま
し
た
。
現
在
、

寺
に
入
る
の
を
待

つ
子
ど
も
は
全
国

で
２
千
人
を
超
え

る
そ
う
で
す
。

「
は
じ
め
か
ら
『
悪
い
子
』
な
ん
て
い

な
い
ん
で
す
。
子
ど
も
の
ほ
ん
の
少
し

の
シ
グ
ナ
ル
を
見
逃
し
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
、
親
の
見
栄
で
物
を
言
っ
て
い

な
い
だ
ろ
う
か
。
本
当
に
子
ど
も
の
こ

と
を
一
番
に
考
え
て
い
る
の
か
も
う
一

度
振
り
返
っ
て
ほ
し
い
。
親
は
時
に
は

叱
り
、
時
に
は
何
が
あ
っ
て
も
駆
け
つ

け
る
�
後
ろ
盾
の
役
割
�
と
、『
一
緒
に

生
き
る
』
気
持
ち
で
寄
り
添
う
心
�
三

歩
の
距
離
�
を
対
に
し
た
教
育
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
廣
中
住
職
は
力

強
く
訴
え
か
け
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
三
名
の
里
親
の
方
か
ら

里
親
に
な
っ
た
き
っ
か
け
や
魅
力
、
取

り
巻
く
現
状
や
課
題
な
ど
が
語
ら
れ
、

里
親
家
庭
と
里
親
制
度
に
つ
い
て
考
え

る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
里
親
制
度
が
社
会
の
中
で
さ

ら
に
理
解
が
深
ま
り
一
層
発
展
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

� �������������������������������������������

優良里親として表彰された
里親の方々
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後
の
細
か
な
生
活
支
援
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。「
仕
事
が
ま
す
ま
す
広
が

る
一
方
で
、
有
期
限
で
あ
る
た
め
、
職

員
の
仕
事
も
ス
ピ
ー
ド
を
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
よ
く
つ
い
て
き
て
く
れ
て
い
ま

す
」
と
中
山
部
長
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

○
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
挑
戦

　

事
業
の
主
軸
と
な
る
パ
ン
製
造
は
、

平
成
十
九
年
度
に
国
の
補
助
金
を
受

け
、
作
る
パ
ン
が
五
十
種
類
を
超
え
る

な
ど
の
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、「
た
く
さ
ん
作
っ
て
も
売
れ
な
け

れ
ば
…
」
と
、
新
た
な
販
路
拡
大
に
向

け
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
企
画

力
、
行
動
力
を
出
し
合
い
動
い
て
い
ま

す
。
今
で
は
、
利
用
者
の
工
賃
ア
ッ
プ

と
事
業
の
成
長
の
持
続
が
、
職
員
の
目

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
担
当
）

■
園
の
Ｈ
Ｐ
で
は
、
パ
ン
製
造
・
販
売
に
関
す

る
東
海
大
学
と
の
協
働
事
業（
自
立
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
員
の
や
る
気
が
生
か
せ
る
職
場

―
仕
事
は
企
画
力
と
行
動
力
で
楽

し
く
な
る
！

　

知
的
障
害
者
支
援
施
設
「
秦
野
精
華

園
」（
秦
野
市
。
以
下
、
園
）
は
入
所
百

名
、
短
期
入
所
十
名
、
通
所
六
十
名
の

施
設
で
す
。
平
成
二
十
年
度
よ
り
「
地

域
生
活
移
行
支
援
」「
就
労
移
行
支
援
」

に
力
を
入
れ
、
ま
た
障
害
の
重
い
方
へ

の
生
活
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
機
能
型

の
施
設
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
今
月
号
は
、
同
園
の
山
根
文
江
園

長
と
中
山
勝
支
援
部
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

○
バ
ラ
ン
ス
よ
く
経
験
す
る

　

職
員
は
約
百
五
十
名
。
他
の
施
設
で

経
験
し
た
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
職

員
に
な
っ
た
人
な
ど
様
々
な
方
が
働
い

て
い
ま
す
。
職
員
の
応
募
資
格（
一
部
）

で
は
大
学
は
学
部
不
問
で
あ
っ
た
り
臨

任
職
員
を
六
カ
月
以
上
経
験
し
て
か
ら

応
募
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
採
用
は

社
会
福
祉
法
人
「
か
な
が
わ
共
同
会
」

が
一
括
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
希
望
ど

お
り
に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
山
根
園
長
は
「
法
人
内
の
各
園
ご

と
に
特
徴
が
あ
る
が
、
共
通
す
る
の
は

知
的
障
害
者
支
援
の
仕
事
で
あ
る
こ

と
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
様
々
な
経
験
を
積

ん
で
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

○
働
き
や
す
さ
と
職
員
の
定
着

　

従
来
か
ら
職
員
の
定
着
率
が
高
い
の

も
特
徴
の
一
つ
。
法
人
内
施
設
に
お
い

て
働
く
機
会
が
多
様
で
あ
る
こ
と
も
理

由
と
さ
れ
ま
す
が
、
早
く
か
ら
介
護
休

業
や
育
児
休
業
な
ど
を
導
入
し
た
こ
と

も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
育
児
休
業

は
三
年
間
ま
で
取
れ
る
の
で
、「
職
場

復
帰
が
し
や
す
い
」
と
職
員
に
好
評
で

す
。
園
で
は
職
員
が
長
く
勤
め
る
た
め

の
環
境
整
備
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、
広
が
り

の
あ
る
仕
事

　

園
の
利
用
は
原
則
六
年
間
の
「
有
期

限
利
用
」。
利
用
者
個
々
の
性
格
、
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
て
、
職
員
も
仕
事
の
目
標

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
全
体
の
目
標
は

「
利
用
者
が
地
域
で
生
活
し
て
い
け
る

こ
と
」。
毎
年
約
二
十
名
が
園
か
ら
巣

立
っ
て
い
く
こ
と
を
職
員
は
喜
び
に
感

じ
て
い
ま
す
。
今
年
、
十
二
カ
所
目
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
で
き
、
巣
立
っ
た

第８回

一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎 �代表取締役社長�

今年５月にオープンした
パン工房「ラポール　セ
イカ」。大学、銀行など
で移動販売も行う



でか
けてみませんかでか
けてみませんか
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かアクセスできないため、大山ケーブルに乗る

ことができないなど、やはり山のスポットには

バリアーがあります。でも名所は一度は訪れて

みたいもの。そこで車いす目線で見てきた情報

をお届けします。

　まず、バス終点の「大山ケーブル」ロータリ

ーには、車いす対応のトイレがあるので安心。

そこから山側へ上がっていくと大山観光案内所

があります。残念な

がら入口に段差があ

りますが、中には大

山のことを知るのに

役立つパンフレット

や地図がたくさん置

いてあるので、ぜひ

スタッフに声をかけ

てみては。目の前を

流れている川沿いに

大山駅のバス停方面

に下っていくと、清々しい空気を吸いながら、

アップダウンはありますが、ちょっぴりハイキ

ングを楽しむことができます。

　今号では、神奈川県内の紅葉の名所の一つである大
山散策をご紹介します。
　ハイキング、登山に自信のある方は大山ケーブルに
乗り山頂の神社を目指してみたり、また車いす等を利
用する方であれば、麓から大山の紅葉を見上げ秋を体
感してみませんか。

小田急線で行く

紅葉の大山（伊勢原市）
～紅葉前線は１１月上旬山頂をスタート～

足自慢の方は本格ハイキングへ

　紅葉の名所として名高い大山エリアは、丹沢

大山国定公園に指定されており、ハイキングコ

ースとして人気があります。

　小田急線伊勢原駅を下車、北口より神奈川中

央交通バスの４番線「大山ケーブル」行きに乗

車し終点まで行くと、美しい紅葉の山々を雄大

に見上げられます。

　そこから大山ケーブルに乗るには、坂道と階

段からなる「こま参道」と呼ばれる道を１５分程

上っていきます。この参道の両脇には、名産品

店をはじめ大山名物の豆腐料理屋、旅館などが

立ち並んでおりとても風情があります。

　大山ケーブルは山麓駅である「大山ケーブ

ル」、中間駅である「大山寺」、そして山頂駅で

ある「阿夫利神社」からなっています。山頂駅

近くにあるのは阿夫利神社下社であり、山頂に

建つ本社に行くにはそこから１時間半程山道を

登っていきます。健脚の方にはぜひ挑戦しても

らいたいです。

　燃えるように真っ赤に色づく紅葉に囲まれる

大山寺は、中間駅からアクセスします。夜間に

はライトアップされ、とても幻想的な紅葉と夜

景を同時に楽しめます。（１１月２１日～２９日、日

没から２０時３０分まで）ケーブルカー全ルートの

乗車時間は約８分、車内からの紅葉の眺めは格

別です。ハイキングコースは観光協会のホーム

ページをぜひ参考に。

車いすの方も秋の山を味わう

　車いす利用の方は「こま参道」の手前までし

◆ご意見・ご感想はkikaku@knsyk.jpまでお寄せく
ださい。
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インフォメーションインフォメーション
■大山観光電鉄株式会社
TEL.０４６３－９５－２１３５／FAX.０４６３－９５－２４８２

http://www.ooyama-cable.co.jp/

■伊勢原観光協会ホームページ
http://www.isehara-kanko.com/

こま山道手前付近からの眺め

通称ＫＩＬＣ（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）
や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者
の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚
木・平塚２ヶ所を拠点に活動中。
〈連絡先〉〔法人本部〕厚木市愛甲９５３－２
　　　　　TEL：０４６－２４７－７５０３／FAX：０４６－２４７－７５０８
　　　　　URL   http://www.kilc.org／E-mail info@kilc.org 

今月は　�　ＮＰＯ法人神奈川県障害者
自立生活支援センター　がお伝えします！



今月の福祉資料室
BOOK

BOOK
「福祉資料室」をご利用下さい！
◆利用時間：月～金（第３金曜日、祝日、
年末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
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★
労
働
と
貧
困
〜
拡
大
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
（
日
本
弁
護
士
連
合
会
第　

回
人
権

５１

擁
護
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
３
分
科
会
実

行
委
員
会
編
、
あ
け
び
書
房
）

★
知
っ
て
い
ま
す
か
？
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
〜
よ
く
わ
か
る
、
病
気
の
こ
と
＆
介

護
の
こ
と（
小
阪
憲
司
著
、
メ
デ
ィ
カ
出
版
）

★
障
害
者
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
〜
行
政

・
支
援
者
が
障
害
者
虐
待
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
に
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ
ａ
ｎ
ｄ
Ａ

－

Ｊ
）

★
自
殺
実
態
白
書
２
０
０
８　

第
二
版

（
自
殺
実
態
解
析
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

編
集
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
殺
対
策
支
援
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
）

★
や
っ
ぱ
り
創
ろ
う
！
〈
小
さ
な
介
護
〉

（
大
内
俊
一
著
、
筒
井
書
房
）

★
改
訂
版　

介
護
労
働
者
の
雇
用
管
理
総

★
介
護
施
設
の
雇
用
管
理
と
労
働
者
意
識

〜
平
成　

年
度
介
護
施
設
雇
用
管
理
実
態

19

調
査
（
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
）

★
平
成　

年
度　

全
国
知
的
障
害
児
・
者

19

施
設
事
業
実
態
調
査
報
告
書
（
日
本
知
的

障
害
者
福
祉
協
会
）

※
蔵
書
検
索
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

h
ttp
://w
w
w
.kn
syk.jp

/to
syo
/
資

料

論
〜
「
モ
デ
ル
就
業
規
則
」
付
（
安
西
愈

著
、
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
）

★
介
護
労
働
者
の
賃
金
管
理
（
笹
島
芳
雄

著
、
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
）

★
介
護
労
働
者
の
安
全
衛
生
・
健
康
管
理

（
門
脇
武
博
著
、
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
）

★
て
ん
か
ん
、
こ
う
し
て
な
お
そ
う
〜
治

療
の
原
則
（
久
保
田
英
幹
著
、
ク
リ
エ
イ

ツ
か
も
が
わ
）

図　
　
　
　

書
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神奈川県社会福祉青年
経営者会会長

赤間源太郎

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

あたりまえのことを
バカになって
ちゃんとやる

小宮一慶　著

　私はこの仕事に就いてから１７年間、よっぽど

のことがない限り毎朝７時に施設の玄関と外回

りを清掃しております。たかが朝の掃除、とバ

カにするなかれ。「地味で目立たないことを

ちゃんとやる。そういう姿

勢で生きていると、見えて

くる世界や生きていく舞台

が全く変わってくる」と著

者は語っております。小さ

なことがきちんとできない

限り、大きいことなどでき

ない―。自身、改めて大切

にすべき考え方・姿勢に振

り返られる一冊です。
２００９年４月刊
定価１４７０円（税込）
サンマーク出版
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連連載載
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
育
つ
た
め
に

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て

　
　

〜
社
会
全
体
で
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
む
け
て　
【
第
八
回
】

【
第
八
回
】

葉
を
覚
え
る
な
ど
、
基
本
的
な
生
活
に

必
要
な
こ
と
は
自
然
に
は
身
に
付
か

ず
、
親
か
ら
幼
少
期
に
教
わ
る
こ
と
で

習
得
し
生
き
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
、

ネ
グ
レ
ク
ト
の
あ
る
場
合
は
、
幼
少
期

に
そ
う
し
た
こ
と
を
学
ぶ
経
験
が
不
足

し
て
し
ま
う
。
あ
る
子
ど
も
は
、
家
の

お
風
呂
に
浸
か
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

体
を
洗
う
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
幼
少
期
に
、
親
な
ど
守
ら

れ
る
べ
き
人
に
守
ら
れ
る
経
験
が
あ
る

こ
と
は
、
生
き
て
く
上
で
、
人
間
関
係

を
築
く
基
本
と
な
る
も
の
で
す
が
、
虐

待
に
よ
り
そ
の
経
験
が
な
い
こ
と
で
、

対
人
関
係
が
築
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

子
ど
も
自
身
の
問
題
で
は
な
い
は
ず

が
、
周
囲
か
ら
の
理
解
も
得
に
く
い
た

め
、
生
き
辛
さ
を
抱
え
て
し
ま
い
ま

す
。
虐
待
を
予
防
す
る
こ
と
が
必
要
な

の
は
、
子
ど
も
が
成
長
す
る
上
で
、
こ

う
し
た
多
く
の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
生

き
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
」

早
期
発
見
・
対
応
の
た
め
に

　

Ｃ
Ｍ
Ｐ
Ｎ
で
は
、
医
療
関
係
者
、
福

祉
関
係
者
な
ど
の
専
門
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
な
が
ら
、
相
談
活

動
等
を
通
じ
虐
待
の
早
期
対
応
に
努
め

深
刻
化
す
る
子
ど
も
へ
の
虐
待

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
は
平
成
十
二
年
に
成
立
し
、
二
度

の
改
正
が
行
わ
れ
、
平
成
十
九
年
度
の

改
正
児
童
虐
待
防
止
法
で
は
、
児
童
相

談
所
の
子
ど
も
の
安
全
確
認
の
た
め
の

立
ち
入
り
調
査
等
が
強
化
さ
れ
る
な

ど
、
深
刻
化
す
る
問
題
に
対
応
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
虐
待
は
後
を
立
た
ず
、

死
亡
に
い
た
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

県
所
管
の
児
童
相
談
所
で
の
虐
待
相

談
受
付
件
数
は
、
平
成
二
十
年
度
、
千

七
百
六
十
四
件
、
前
年
度
比
百
二
十
三

％
と
、
増
加
の
一
途
を
辿
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
市
町
村
児
童
家
庭
相
談

窓
口
が
受
付
け
た
虐
待
相
談
受
付
件
数

も
、
千
四
百
六
件
と
な
り
ま
す
（
横
浜

市
、
川
崎
市
、
横
須
賀
市
除
く
。
横
浜

市
六
百
三
十
一
件
、
川
崎
市
七
百
二
十

四
件
、
横
須
賀
市
三
百
件
）。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
全
国
の

虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
は
百
十
五
件
に

も
の
ぼ
り
、
そ
の
約
半
数
は
０
歳
児
と

い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す（
平

成
十
九
年
一
月
か
ら
二
十
年
三
月
）。

虐
待
が
子
ど
も
に
与
え
る
影
響

　

虐
待
は
子
ど
も
の
成
長
に
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
山
田
さ
ん
は
、
そ
の
影
響

と
予
防
が
必
要
な
理
由
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
子
ど
も
は
、
ご
飯
の
食
べ
方
や
ト

イ
レ
、
お
風
呂
の
入
り
方
、
文
字
や
言

て
い
ま
す
。
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
親
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、「
子
ど
も

に
危
害
を
与
え
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る

こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
親
自
身

が
虐
待
を
し
な
い
よ
う
、
子
育
て
の
ど

こ
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
か
を
知
り
、

専
門
職
は
そ
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
虐
待
に

よ
る
死
亡
事
例
は
乳
幼
児
期
が
多
い
の

で
す
が
、
育
児
へ
の
不
安
感
や
孤
立
感

な
ど
に
よ
る
産
後
う
つ
が
原
因
の
ひ
と

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
期

に
、
保
健
師
等
に
よ
る
家
庭
訪
問
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
虐
待
が
危
惧
さ

れ
る
家
庭
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
必
要
か
、
専
門
職
が
協
働
し
て
計
画

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

山
田
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
関
わ
り
を
拒
む
家

庭
も
少
な
く
な
い
そ
う
で
す
。「
自
分

の
子
育
て
が
批
判
さ
れ
る
の
が
怖
い
、

見
な
い
で
ほ
し
い
と
、
関
わ
り
を
拒
否

す
る
家
庭
は
、
本
当
は
支
援
を
必
要
と

し
て
い
ま
す
。
点
検
、
評
価
の
つ
も
り

で
は
な
く
、
力
に
な
り
た
い
こ
と
を
伝

え
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と

言
葉
を
続
け
ま
す
。

虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

〜
子
ど
も
虐
待
ネ
グ
レ
ク
ト
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
伊
勢
原
市
）

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
、
早
期
発
見
・
対
応
す
る
仕
組
み
や
虐
待
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
の
、
自
立
に
向
け
た
切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
、
社
会

全
体
と
し
て
取
り
組
む
早
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
か
ら
二
回
に
わ
た
り
、
虐
待

防
止
と
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
子
ど
も
の
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
の
防
止
と
対
応
の
普
及
、
促

進
を
通
じ
、
人
権
擁
護
、
健
全
育
成
に
務
め
る
N
P
O
法
人
子
ど
も
虐
待
ネ
グ
レ
ク
ト
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
、
Ｃ
Ｍ
Ｐ
Ｎ
）
理
事
長
の
山
田
不
二
子
さ
ん
に
、
虐
待
が
子
ど
も
に

与
え
る
影
響
と
防
止
に
向
け
た
地
域
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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市
民
が
担
う
見
守
り
の
大
切
さ
、
難
し
さ

　

で
は
、
虐
待
に
気
付
い
た
時
、
私
た

ち
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
専
門
機
関
は
具
体
的
に
虐
待
の
問

題
に
介
入
し
て
い
き
ま
す
が
、
予
防
と

い
う
視
点
か
ら
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

近
隣
の
こ
と
を
気
に
か
け
、
罵
声
や
泣

き
声
が
聞
こ
え
る
と
、
相
談
電
話
に
通

告
を
く
れ
る
地
域
の
方
々
が
い
ま
す
。

『
も
し
か
す
る
と
虐
待
が
起
き
て
い
る

の
で
は
』
と
、
子
ど
も
の
安
全
を
常
に

見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
目
が
地
域
に
あ

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
一
方
で
、
地
域

の
見
守
り
は
諸
刃
の
剣
で
あ
る
と
も
い

え
ま
す
。
以
前
は
、
地
域
社
会
の
中

で
、
子
育
て
を
補
填
し
て
く
れ
る
人
や

環
境
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
支
え

あ
う
人
間
関
係
が
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
専
門
職
が
対
応
し
て
い
て
も
、
泣

き
声
が
聞
こ
え
続
け
た
場
合
、
近
隣
だ

か
ら
様
子
を
見
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
頼

む
の
は
難
し
く
、
ま
た
通
告
者
が
何
事

も
な
い
か
の
よ
う
に
、
そ
の
家
庭
に
関

わ
る
こ
と
は
と
て
も
過
酷
で
す
」

社
会
で
育
て
る
気
持
ち
を
広
げ
る

　

そ
れ
で
も
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
、

子
育
て
を
見
守
る
親
以
外
の
大
人
の
存

在
は
大
切
だ
と
山
田
さ
ん
は
話
さ
れ
ま

す
。「
例
え
ば
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
を

通
じ
、
子
育
て
を
見
守
る
人
が
い
る
こ

と
は
虐
待
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。
虐

待
を
み
か
け
て
専
門
機
関
に
相
談
を
し

て
く
れ
る
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
を
守

っ
て
く
れ
る
人
な
ど
、
地
域
の
方
た
ち

が
、
自
分
の
で
き
る
方
法
で
気
に
か
け

て
ほ
し
い
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ

り
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
子
育
て
は
大

変
だ
と
い
う
こ
と
や
、
親
が
自
分
か
ら

Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
や
す
い
風
土
や
雰
囲
気

を
作
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た

親
自
身
も
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
は
周

囲
が
子
育
て
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
子
ど
も
の
安
全
を
心
配
し

て
い
る
か
ら
気
持
ち
を
向
け
て
い
る
の

だ
と
、
考
え
て
く
れ
る
き
っ
か
け
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

そ
し
て
、「『
あ
の
家
庭
は
仕
方
な
い
』

『
あ
の
親
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
か

わ
い
そ
う
』
で
は
な
く
、
地
域
の
方
が

そ
れ
ぞ
れ
の
目
で
、
子
育
て
家
庭
を
支

え
、
子
ど
も
を
社
会
で
大
事
に
育
て
よ

う
と
、
共
通
に
思
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
結
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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　現在、よこはま西部ユースプラザに勤務

し、フリースペースで若者と過したり、野外

の活動をしています。

　フリースペースでは、パソコン・ギター・

手芸・お茶会などさまざまな講座を行ってお

り、無理せず、自分の好きなことを自分のペ

ースでできる場所になっています。また、野

外では公園整備や里山、援農、野菜販売など

の体験活動を行っています。

　この二つの体験活動はそれぞれ若者の違っ

た一面、今までにない笑顔や言葉・仕種を引

き出す機会となります。野菜販売の活動で

は、小さな声しか出せなかった若者が、回を

重ね自信をつけて、大きな声で「いらっしゃ

いませ」と言えるようになりました。そんな

場面に立ち会えることが、私にとっての喜び

となっています。

　また、活動を通して若者や多くの人たちと

の出会いによって生まれた思いがあります。

それは、なんでも相談できる人を作ること。

相手を育てるのではなく、寄り添い共に歩

み、共に学ぶこと。相手の思いと自分の思い

は同じではないことを踏まえ、相手を受け止

めて自分の言葉で表現すること。相手と同年

齢の時にどのように考えていたかを思い出す

こと。そして、生きていることの大切さを忘

れないことです。

　この思い出を日々心に留めて、若者と一緒

に歩んでいきたいと思います。今日までに出

会えた方々に感謝いたします。

204
ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク

若者と共に

よこはま西部ユースプラザ
伊藤宏美
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１０

県社協　
　の

　　　ひろば
千
七
百
九
十
人
、
百
三
十
二
団
体
の
功

績
を
称
え
〜
県
社
会
福
祉
大
会
開
催

　

穏
や
か
な
秋
空
の
下
、
第
五
十
八
回

神
奈
川
県
社
会
福
祉
大
会
を
、
去
る
十

月
十
五
日
、
県
立
音
楽
堂
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
講
演
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
時
代
に
は「
の
ど
自
慢
」

の
司
会
を
務
め
、
現
在
、
歌
手
と
し
て

ご
活
躍
の
�
川
精
一
さ
ん
を
招
き
、

「
人
生
い
つ
も
あ
り
が
と
う
」と
題
し
、

番
組
で
の
出
会
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
な
が
ら
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
生
き
て
い
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
が

伝
え
ら
れ
、
会
場
は
涙
と
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
永
年
に
わ
た
り
福
祉
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
た

た
え
、
県
知
事
表
彰
、
県
社
協
会
長
顕

彰
、
県
共
募
会
長
感
謝
の
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
内
訳
は
、
県
介
護
賞
（
十

人
）、
社
会
福
祉
関
係
者
表
彰
（
六
十
五

人
、
四
団
体
）、
共
同
募
金
運
動
功
労
者

表
彰
（
三
十
一
人
、
十
一
団
体
）、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
永
年
勤
続
表
彰
（
十

六
人
）、
県
社
協
会
長
表
彰
（
千
三
百
三

十
七
人
、
八
十
五
団
体
）、
県
社
協
会
長

感
謝
（
百
七
十
四
人
）、
県
共
募
会
長
感

謝
（
百
五
十
七
人
、
三
十
二
団
体
）
で

し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
保
護
司
の 
安 あん

 
齊  
久  
男 
さ
ん
（
川
崎
市
宮
前
区
）
は
、

さ
い 
ひ
さ 

お

「
よ
り
一
層
精
進
し
て
い
く
所
存
で

す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
さ
ら

な
る
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

　
（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

魅
力
あ
る
法
人
経
営
を
目
指
し
て 

〜
経
営
管
理
充
実
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

相
次
ぐ
制
度
改
革
や
介
護
人
材
確
保

な
ど
、
社
会
福
祉
法
人
を
取
り
巻
く
環

境
が
厳
し
い
中
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
と
い
う
法
人
の
使
命
達
成
に
向

け
、
経
営
管
理
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
会
経
営
者
部

会
、
経
営
相
談
室
主
催
の
標
記
セ
ミ
ナ

ー
を
去
る
十
月
二
十
日
に
、
横
浜
市
内

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
の
冒
頭
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
経
営
相
談
室
特
別
相
談
員
の

藤
村
和
靜
さ
ん
か
ら
、
国
等
の
制
度
や

計
画
は
、
法
人
経
営
の
現
状
と
ミ
ス
マ

ッ
チ
を
起
こ
し
て
い
る
。
不
透
明
な
経

営
環
境
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
時

こ
そ
、
経
営
者
に
は
法
人
理
念
に
基
づ

く
経
営
の
確
立
と
、
組
織
に
必
要
な
人

材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
課
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
講
師
で
あ
る
株
式
会
社

ウ
ェ
コ
プ
の
川
合
雅
子
さ
ん
か
ら
、
魅

力
あ
る
法
人
経
営
を
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
川
合
さ
ん
は
、「
内
部
顧
客（
職
員
）

と
外
部
顧
客
（
利
用
者
と
そ
の
家
族
）

確
に
情
報
収
集
し
、
両
者
の
満
足
を
生

み
出
す
た
め
の
改
善
、
改
革
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
が
必
要
。
経
営

環
境
が
厳
し
い
ほ
ど
、
経
営
者
は
前
向

き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
職
員
に
伝
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
権
限
委
譲
や

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
な
ど
で
職
員
の
動
機
を

高
め
、
安
心
し
て
現
場
を
委
ね
ら
れ
る

人
材
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
」
と
し
た

上
で
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
、
職
場
で
の

自
身
の
将
来
像
を
描
く
た
め
に
不
可
欠

で
、
企
業
等
で
の
先
行
例
か
ら
複
雑
な

仕
組
み
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
組
織
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
構
築
す
れ
は
良
い
の
で
あ
り
、
一

日
も
早
く
各
職
場
で
職
員
参
加
の
も
と

作
り
あ
げ
て
ほ
し
い
と
提
起
さ
れ
ま
し

た
。　

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

� �������������������������������������������

アナウンサー時代の失敗談も交えな
がら話す�川さん

「職場で将来像がみえると職員の満足感が
生まれます」と川合さん（右）、左はコー
ディネーターの藤村さん

の
概
念
を
紹

介
し
な
が

ら
、
質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
向
け

て
、
経
営
者

に
は
内
外
の

顧
客
が
持
つ

ニ
ー
ズ
を
的

本会会長より授与される安齊久男さん
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２
０
１
０
年
版
社
会
福
祉
手
帳
好
評

予
約
受
付
中
！

　

本
会
で
は
、
た
だ
今「
社
会
福
祉
手
帳
２

０
１
０
年
版
」を
予
約
販
売
し
て
い
ま
す
。

◇
体
裁
＝　

㎜
×
１
４
０
㎜　

２
４
０
頁

８５

◇
内
容
＝
月
間
予
定
表
、
日
記
欄
、
資
料

欄
（
社
会
福
祉
関
係
者
に
必
要
な
社
会
福

祉
の
法
律
法
令
、
要
綱
の
ほ
か
、
各
種
施

策
・
制
度
の
概
説
、
人
口
動
態
や
保
護
率

な
ど
の
統
計
資
料
、
な
ど
を
掲
載
）

★
大
判
の
手
帳
と
し
て
、
い
ず
れ
の
欄
も

記
入
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◇
価
格
＝
５
０
０
円
（
税
込
）

◇
締
切
＝
先
着
順
（
残
り
わ
ず
か
で
す
）

◇
問
合
先
＝
本
会
企
画
調
整
・
情
報
提
供

担
当
�　

－

　

－

１
４
２
３

０４５

３１１

h
ttp
://w
w
w
.k
n
sy
k
.jp
/

ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る
パ
ネ
ル
討
論
会

　

ひ
き
こ
も
り
に
悩
む
青
少
年
や
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
永
井
徹
氏
（
首
都

大
学
東
京
都
市
教
養
学
科
教
授
）
の
講
演

と
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
こ
だ

わ
り
か
ら
ひ
き
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
若
者

と
ど
う
か
か
わ
れ
る
か
」を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝
平
成　

年　

月
５
日
（
土
）　

２１

１２

１３

時　

分
〜　

時　

分

３０

１６

４０

◇
会
場
＝
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
横
浜

市
西
区
紅
葉
ヶ
丘
９－

１
）

◇
定
員
＝
１
２
０
名

◇
申
込
方
法
＝　

月　

日
（
水
）
ま
で
に

１１

２５

郵
便
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

◇
問
合
・
申
込
先
＝
県
立
青
少
年
セ
ン
タ

ー
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
課
�　

－

　

－

４
４

０４５

２６３

６
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

－

　

－

８
１
９
０

０４５

２４２

平
成　

年
度
交
通
遺
児
大
学
等
入
学

21

支
度
金
の
募
集

　

神
奈
川
新
聞
厚
生
文
化
事
業
団
は
、
県

社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
大
学

等
に
進
学
を
希
望
す
る
交
通
遺
児
の
高
校

生
に
対
し
、
入
学
支
度
金
を
支
給
し
て
お

り
、
年
末
ま
で
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

◇
支
給
額
＝
一
人　

万
円
で
、
返
済
の
必

４０

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は
平
成　

年
２２

４
月
に
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校
に
進
学

す
る
５
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◇
提
出
書
類
＝
所
定
の
申
請
書
、
成
績
証

明
書
、
課
題
作
文
（
テ
ー
マ
は
「　

年
後

１０

の
私
」
で
、
８
０
０
字
以
内
）、
交
通
遺
児

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
公
的
な
書
類
、

主
た
る
家
計
支
持
者
で
あ
る
保
護
者
の
所

得
証
明
書

◇
締
切
＝
平
成　

年　

月　

日（
当
日
消

２１

１２

３１

印
有
効
）

◇
決
定
＝
平
成　

年
２
月
末
ま
で
に
、
当

２２

事
業
団
の
委
嘱
す
る
選
考
委
員
が
審
査
・

選
考
す
る

◇
問
合
先
＝（
財
）神
奈
川
新
聞
厚
生
文
化

事
業
団

�　

－

　

－

０
６
１
５

０４５

２２２

寄
附
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
附
金
】
▽
脇
隆
志
▽
広
瀬
公
子

【
交
通
遺
児
援
護
基
金
】
▽
神
奈
川
県
設

計
協
同
組
合
連
合
会

【
と
も
し
び
基
金
】
▽
神
奈
川
県
パ
ス
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
県
央
支
所
▽
川
崎
鹿
島
田

郵
便
局
▽
情
報
労
連
神
奈
川
県
協
議
会
▽

（
財
）積
善
会
曽
我
病
院
▽
と
も
し
び
シ
ョ

ッ
プ
保
健
福
祉
大
学
▽（
福
）済
生
会
若
草

病
院
▽
富
士
シ
テ
ィ
オ（
株
）Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
新

桜
ヶ
丘
店
・
根
岸
橋
店
▽
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ

コ
ス（
株
）▽
赤
羽
祐
香
▽
沼
倉
清
治

（
計
、
三
五
二
、
九
六
八
円
）

【
寄
附
物
品
】
▽
武
枝
孝
子
▽
泉
寿
通
信

友
の
会
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研
究
会
▽

横
浜
市
立
小
山
台
中
学
校
福
祉
委
員
会

（
敬
称
略
）

地域福祉（ともしび）推進
助成金　申請受付中！

15万円以下
１２月末までの毎月

（随時申請受付）

本会ともしび運動推進担当

�０４５－３１２－１１２１（内線３２０１ま

で、お気軽にご相談ください！

地域密着型サービス外部評価受審事業所募集
評価受審手数料（事業所単位）

◇詳細は本会ホームページをご覧ください。
◇訪問調査の実施時期は、ご相談のうえ調整し
ます。お気軽にお問合せください。

〈本会企画調整・情報提供担当〉
　�０４５－３１１－８７４６　http://www.knsyk.jp/

旧制度新制度

１３１，０００円８５，０００円
小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活
介護（１～３ユニット）

１７３，４００円１１２，２００円認知症対応型共同生
活介護（４ユニット）
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－社会福祉施設の設計監理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８
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新 築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報

告・アスベスト調査等お気軽にご相談ください

介護老人福祉施設（湯河原）

１２

発
行
日　

２
０
０
９
年（
平
成　

年
）　

月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

２１

１１

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

鶴
巻
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
秦
野
市
）

　

鶴
巻
地
区
は
、
秦
野
市
の
南
東
部
に

位
置
す
る
小
規
模
な
温
泉
郷
で
、
将
棋

の
王
将
戦
・
名
人
戦
が
行
わ
れ
る
旅
館

「
陣
屋
」
等
が
有
名
で
す
。

　

人
口
約
一
万
五
千
人
の
こ
の
地
区
の

近
隣
に
は
医
療
機
関
が
充
実
し
、
ま
た

交
通
の
便
も
よ
い
た
め
、
住
民
か
ら
は

「
住
み
や
す
い
ま
ち
」
と
の
声
も
聞
か

れ
ま
す
。
ま
た
、
最
寄
り
の
小
田
急
線

鶴
巻
温
泉
駅
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
や
一

戸
建
て
住
宅
を
中
心
に
、
若
い
世
帯
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　

十
月
四
日
（
日
）、
秋
晴
れ
の
中
、

第
四
回
「
つ
る
ま
き
市
民
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
」
が
、
お
お
ね
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
鶴
巻

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、「
地
区

社
協
」）
が
中
心
と
な
り
、
各
団
体
と
協

力
し
て
毎
年
盛
況
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
竹
馬
等
の
昔
遊
び
を
通
し
、
高

齢
者
と
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
交
流
す

る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

柔
軟
、
自
発
的
な
部
会
運
営

　

地
区
社
協
に
は
、
自
立
支
援
部
会

（
高
齢
者
対
象
）、
障
害
部
会
、
子
育
て

支
援
部
会
、
配
食
部
会
、
広
報
部
会
の

五
つ
の
部
会
が
あ
り
、
自
治
会
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、
他
各
種
団
体
と
連

携
し
、
ま
た
、
福
祉
懇
談
会
等
で
把
握

し
た
住
民
の
声
を
生
か
し
な
が
ら
、
柔

軟
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
高
齢
者
支
援
で
は
見
守
り

や
お
楽
し
み
配
食
の
ほ
か
、
温
泉
施
設

「
弘
法
の
里
湯
」
を
利
用
し
て
の
敬
老

す
べ
て
の
住
民
が
通
じ
合
う
地
域
づ
く
り

会
、
障
害
者
支
援
で
は
作
業
所
の
見
学

や
利
用
者
と
の
懇
談
会
、
小
学
校
特
別

支
援
学
級
の
生
徒
と
親
と
の
交
流
調
理

実
習
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
子
育
て
支
援
で
は
子
育
て
サ
ロ
ン

の
ほ
か
、
流
し
そ
う
め
ん
大
会
等
を
開

催
す
る
な
ど
、
各
部
会
が
地
区
の
ニ
ー

ズ
や
特
徴
も
生
か
し
な
が
ら
自
発
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
通
じ
合
い
」
を
目
指
し
て

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ベ
ー
ス
に
な
る

考
え
方
が
、
地
区
社
協
の
モ
ッ
ト
ー

「
出
会
い
、
知
り
合
い
、
語
り
合
い
…

通
じ
合
い
」
で
あ
り
、
す
べ
て
の
住
民

が
通
じ
合
え
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
各
部
会
が
自
発
的
に
動
き
、
ど
ん

ど
ん
新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
け

る
よ
う
な
地
区
社
協
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
会
長
の
原
さ
ん
、
副
会
長
の

丸
山
さ
ん
。
次
世
代
の
担
い
手
不
足
等

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
人
々
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
今
後
も
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
を
つ
な
い

で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
市
町
村
社
協
支
援
担
当
）

※
本
年
度
の
県
社
会
福
祉
大
会
で
、
優

良
地
区
社
協
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お母さん達がほっとできる
場所、子育てサロン「つる
まきほっとタイム」
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